










































































0シンポジウム報告 (11日 15:20..., 17:50) 
高等学校において「総合的学習」をどう生かすか
提案者：
司会者 ． 
中切 正人（岐阜県立斐太高等学校）
杉浦 正和（芝浦工業大学附属中・高等学校）
北村 章（東邦大学附属中・高等学校）
（発表順，敬称略）
井田 仁康（筑波大学教育学系）
今回のシンポジウムでは，「高等学校において「総合的学習」をどう生かすか」というテーマが
設定された。 2003(平成15)年より高等学校に導入される「総合的な学習の時間」をめぐり，そ
の在り方についてこれからますます論議が活発化してくるであろう中で，有意義なテーマ設定で
あったと考えられる。
今回のシンポジウムに関しては，「それぞれの学校で「総合的学習」の柱として，内容・方法に
ついてどのようなことを考えているのか」「教科と「総合的学習」との関連をどのように考えてい
るのか」「具体的にどのような内容なのか」「生徒たちの反応はどうか」という 4つのポイントを
押さえて報告していただくよう，あらかじめ提案者に依頼されていた。以下， 3名の提案を中心
にしてその概要を紹介させていただく。
中切氏は，特に歴史教育の立場から，「高等学校における「総合的学習」に「世界史」が関わる
事例」について報告された。中切氏の勤務校においては，学カ・進度を中心とした授業展開，及
び学校行事を通した「生き方」を中心とした展開を「総合的学習」において行うという意見が大
勢であるという。実践例としては手塚治虫作品を用いた「歴史ドラマを作る」が紹介された。こ
の実践を通して，ファシズムの時代に自己の在り方生き方を重ねて自己の問題として内省の機会
を得ること，また，クラスで作業することによるコミュニケーション能力の養成や，文化祭等で
発表することによる表現力の養成が目指された。
杉浦氏は，公民科の視点も踏まえ，「「総合的な学習の時間」の形態と原則を探る」と題する報
告をされた。杉浦氏は「講座モデル」「体験活動モデル」「自由研究モデル」という 3モデルを提
示し，そのメリット・デメリットについて述べ，自由研究ベースの「総合の時間」を提案された。
また，「生徒を主体的にするしかけ」「生徒を探求的にするしかけ」としてのデイベートや学習ゲ
ームの構造に着目した。最後に「総合」の原則として，「教員のゆとり」「個人orグループで没頭
できるテーマ発見」「生徒間の相互支援と異なる視点による「小さな学際研究」を狙う」「個人の
知的活動キャリアの蓄積と評価」という 4点が提示された。
北村氏は，中学校の立場から，「開発教育の実践と問題点～「総合的な学習の時間」をにらんで
～」と題する報告をされた。北村氏の勤務校では，福祉教育プログラムとして位置づけられる開
発教育を，「無人島」シミュレーションや青年海外協力隊元隊員による講演，展示発表などを交え
て行った。一方で，教科教育（地理）との互換性を図り，地理の時間に「思いやりのこころ」を
意識して取り組むことができたという。その一方で，評価の方法，担当者の決定，課題の適切さ，
中高一貫の中での継続性・連続性などの課題が見出されたという。最後に，「総合的学習」におい
て社会科がコア教科として期待され，「総合」と社会科が相互に深く関連して取り組むべきだとの
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意見が述べられた。
全体の討論は，社会科（地歴科・公民科）を深めることと「総合的学習」との関連に関する質
疑，小・中・高の関連に関する質疑，生徒の視点（自主性など）からの質疑を中心として，活発
に行われた。また，高等学校の現状を踏まえた時，理念に基づいて「総合的学習」を行うことが
可能なのかという疑念と，その中での可能性は何かということを考えるべきであるとの意見も出
された。さらに，高等学校カリキュラムの行き詰まりをどう変えるのか，これからどのような力
を生徒につけるべきかという点から，「総合的学習」について根本的に考える必要があるとの意見
も示された。
司会の井田氏からは，「総合的学習」の目標に関する議論が方法論に止まっている中で，内容も
含めて段階的に考えていくプロセスとして今回のシンポジウムが位置づくとの考えが示された。
今後，高等学校における「総合的学習」についての議論が深まっていくものと考えられるが， 3
名の提案者の熱意あふれた研究報告とそれに基づいた活発な議論が，その礎になることを期待さ
せるシンポジウムであった。
（文責：松崎康弘）
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